
令和元年度  学校評価について

山口小学校

4 3 2 1

家庭や地域の人々への情報発信

オープンスクール（学校公開）
など住民参加の教育活動の推進

豊かな集団生活が営まれる学級
づくり

児童生徒の内面理解を図る指導
の工夫

いじめ、不登校、問題行動、
ネットトラブル等への適切な対
応

進路指導（中） 進路選択能力の育成

マニュアルの点検・見直し

地域課題に応じた防災、防犯教
育の実施

自ら学び自ら考える力の育成 指導内容の工夫改善 31% 69%

基礎・基本の定着と個に応じた学習指導の充実
指導内容・指導方法の工夫改
善、評価方法の創意工夫

23% 77%

道徳教育 授業研究の充実と指導の工夫 29% 64% 7%

外国語教育（小） 授業研究の充実と指導の工夫 69% 31%

総合的な学習の時間 全体計画に基づく工夫改善 31% 69%

人権教育 人権尊重の精神の育成 50% 50%
・小中連携による小中一貫した取組を大切にして取
組を進める。

体験活動の充実
自然学校、トライやる・ウィー
ク等を含めた体験活動の充実

64% 36%

・現段階で充実している。
・校木（楠）ツリークライミングや岩津ネギ栽培な
ど、地域の特色を生かした活動は保護者からの評価
も高い。

キャリア教育
社会的自立に必要な態度や能力
の育成

36% 57% 7%
・教師が意識をもって取り組むことが大切。
・各学年で具体的に何をしていくかを改めて考えて
いくことが大切。

特別支援教育
校内の指導体制、個に応じた指
導

36% 64%
・個別の支援や指導、授業のＵＤ化などの取組を地
道に積み上げていくことが大切。計画書の充実はも
とより、それに基づいた実践が重要。

あさごドリームアップ事業 特色ある学校づくり 8% 92%

・総授業時間数が増加となる。時間数の関係上、行
事等の精選が必要。
・単なるイベントに終わらない工夫や、系統性ある
実践が大切。

その他 69% 31%

・学習時間での発表やグループ討議など、発表や討
議をする機会を設定したり、発表の仕方などを指導
したりすることを今後も継続していく。
・児童会活動や縦割り班活動を通してコミュニケー
ション能力向上や集団での協力体制づくりを今後も
図っていく。

学
校
運
営

86%

4：よくできた　3:できた　2：あまりできなかった　1:全くできなかった

21%

 学校評価の数値や改善策等については特に意見はなく、妥当で
あるという認識を得た。

・保護者アンケートから学校の取組に対する肯定的な意見や感謝
の意見が多く寄せられている。今後も成果と課題に対応した取組
を進めていくべきである。保護者アンケートの中で「あいさつ」へ
の課題があげられるが、学校だけでなく家庭や地域での指導や
声かけがなくては良くならないのではないか。

・ツリークライミングや岩津ねぎの取組は保護者や子どもたちの
評価は高い。ツリークライミングについては木の状態をみながら
できる限り続けていけばよい。岩津ネギについては、種の段階か
ら栽培するなどより深い学びを求めるなどの検討も必要ではな
いか。（検討の価値はあるが、時間が限られた中で、他の活動もあ
り熟考の必要がある。）

・様々な家庭環境があり、それぞれの子どもたちに心をかけて取
り組んでいかなかればならない。

・危機管理については小学校の体育館が避難場所となっている。
各公民館等も老朽化しており、今後は体育館や学校がより重要な
拠点となると考えられる。課題の把握と市当局への要望や、市か
らの提言も必要である。

・教科学習だけでなく、友だち関係のあり方や集団生活のあり
方、時にはトラブルが生じたときの解決の仕方等、全てが大切な
学びととらえ、児童会活動や学校行事を生かしていく。

・オープンスクールや学校行事、対外的な活動への
保護者参加は多く、アンケートでの意見も殆どが肯
定的、協力的な意見であった。今後も、アンケート
による情報収集やオープンスクールや通信などによ
る情報発信に心がける。

自己評価の妥当性（学校関係者評価の意見等）

危機管理体制の整備

・保護者アンケートや参観日の感想等では、教科学
習や外国語活動、ふるさと学習やＩＣＴ活用につい
て高い評価を受けている。今後も調整しながらその
充実を図る。
・基礎基本の定着については、通常授業での指導法
の工夫だけでなく、少人数指導の効果的な実践につ
いても検討していく必要がある。
・「総合的な学習の時間」の指導については充実が
図られている。さらに、カリキュラムについては、
学年との系統性や特色について点検する必要があ
る。
・ＩＣＴ活用による授業改善を図っている。今後
も、どんな力をつけるかを明確にした活用が必要で
ある。加えて、教師一人一人の指導技術向上が大切
である。

79%

14%

評価の観点
回答者数(％表示）

今後の改善について

生徒指導

課
題
教
育

・今後も、不審者対応や見回り体制についての共通
理解を図る。子どもを対象とした不審者対応訓練を
行うことも検討していく。

教
育
課
程

開かれた学校づくり

・コミュニケーション能力の向上

14% 72% 14%

・未然防止や早期対応、そして共通認識での指導の
ために委員会の定期的な開催に努めるとともに、家
庭環境等も考慮した具体的な指導方法の検討も進め
ていく。
・情報モラル教育を小中連携の大きな柱として推進
していく。
・児童を語る会では、課題と対応について情報の蓄
積と引継について改善の必要性を検討する。
（資料作成や保存等）


